
１ 概要

竹原市では，毎年夏期休業中に市内小・中・義務教育学校の全教職員が一堂に会した研修

を行い，教育の充実を図っています。

今年度は，市内教職員の視野を広げ，主体的な学びを実現することを目指し，全体会では，

陶藝家 今井 眞正（いまい まきまさ）氏に「ＡＲＴをもっと身近に，もっと簡単に・・・」と題し

てご講演いただき，また分科会では６つのテーマによる研修を実施します。

なお，開会行事において，竹原市教育賞，竹原市教育貢献賞の表彰を行います。

２ 日時等

令和４年８月１７日（水）１３：００～１４：３０ 分科会

１４：４５～１５：2０ 開会行事・表彰式

１５：2０～１６：３０ 講演 陶藝家 今井 眞正氏

１６：３０～１６：４０ 閉会行事

３ 場所

４ 備考

全体会及び分科会「コミュニティスクール活用の推進」については市民の皆様も参加可能

です。希望者は以下の問い合わせ先へ連絡いただくか，当日受付へお越しください。

内容 会場

開会行事・表彰式・閉会行事

全体会（講演）

竹原市民館大ホール

（竹原市中央五丁目５番２４号）

分

科

会

コミュニティスクール活用の推進 竹原市民館大ホール

児童生徒の資質能力を育成する

ための単元開発
竹原市民館第２・３会議室

特別支援教育の推進
竹原市人権センター１階会議室

（竹原市中央五丁目５番１７号）

学校と福祉の役割について 竹原市人権センター２階音楽室

幼保小連携・接続の充実について
保健センター ２階会議室

（竹原市中央三丁目１４番１号）

学校経営参画の視点を取り入れ

た事務職員研修
竹原市民館第５会議室

問い合わせ

教育委員会 総務学事課 担当：久保田
ＴＥＬ0846-22-7753 ＦＡＸ0846-22-8460

元気と笑顔が織り成す 暮らし誇らし、竹原市。
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令和４年８月５日

竹原市学びのパワーアップフォーラム 開催
～広がる学校の可能性～



令和４年度竹原市学びのパワーアップフォーラム実施要項

―広がる学校の可能性―

１ 趣旨

竹原市内の全教職員が夏季休業中に一堂に会し，研修を行うことを通して，本市教育の

充実を図る。

２ 主催

竹原市教育委員会

３ 対象者

小・中・義務教育学校教職員

その他 希望者等

４ 日時

令和４年８月１７日（水） １３：００～１６：４０（受付 １２：４０～）

５ 会場

竹原市民館大ホールほか

６ 日程及び内容

１２：４０～１３：００ 受付

１３：００～１４：３０ 分科会（６分科会）

１４：３０～１４：４５ 移動

１４：４５～１５：００ 開会行事

１５：００～１５：２０ 令和４年度竹原市教育賞表彰式

１５：２０～１６：３０ 講演「ＡＲＴをもっと身近に，もっと簡単に・・・」

講師 陶藝家 今井 眞正 様

１６：３０～１６：４０ 閉会行事

【今井 眞正様プロフィール】

東京藝術大学で彫刻を専攻した後，陶芸制作を中心に活動。４０年以上に渡り，日本各地

で個展を開催。また海外においても発表活動をされ、平成１４年に京都市芸術新人賞受賞。

現在，京都工芸美術作家協会副理事長，広島市立大学芸術学部非常勤講師，一般財団法人

京都陶磁器協会副理事長、公益財団法人京都文化財団運営委員、一般財団法人京都花鳥館

評議員としてご活躍。



７ 分科会

８ その他

・受付は各分科会会場にて行います。

・駐車場所及び駐車可能な台数を別途連絡しますので，各所属で乗り合わせる等，工夫

をしてください。

・第５分科会は「第２回幼保小連携教育研修会」を兼ねて行います。

・第６分科会は「令和４年度竹原市事務職員研修」を兼ねて行います。

番号 分科会 内 容 講 師 等

１
コミュニティスクール

活用の推進

コミュニティスクールの活用を推進

するための方策や好事例等について

学ぶ。

学校法人純真学園

純真短期大学

今村 隆信 客員教授

２

児童生徒の資質能力を

育成するための単元開

発

生活科・総合的な学習の時間におけ

るプロジェクト型学習の在り方につ

いて児童生徒の資質・能力を育成す

るための単元開発の仕方を学ぶ。

忠海学園

有松 浩司 教諭

３ 特別支援教育の推進

発達障害の子どもたちを支援するた

めのユニバーサルデザインの授業づ

くりについて講義を通して学ぶ。

廿日市市教育委員会

山田 充 特別支援教育

アドバイザー

４
学校と福祉の役割につ

いて

児童生徒，家庭を取り巻く様々な環

境について，学校と福祉が協働しな

がら，効果的な支援等について講義

を通して学ぶ。

広島県教育委員会

酒井 珠江 ＳＳＷスーパ

ーバイザー

５
幼保小連携・接続の充実

について

幼保小の連携の在り方や意義，その

充実を図るための方策をスタートカ

リキュラムの実践報告及び講義を通

して学ぶ。

安田女子大学

朝倉 淳 客員教授

中通小学校

板垣 祐美 教諭

６
学校経営参画の視点を

取り入れた事務職員研修

講義を通して，事務をつかさどる事

務職員として，学校経営参画の意識

の向上を図る。

広島県教育委員会

教職員課

山内 領二 課長代理


